
奄美の明日を考える
奄美国際ノネコ・シンポジウム

日時：2015年12月6日（日）13：30～16：30
会場：奄美観光ホテル３階ホール（奄美市名瀬地区）

主催者：鹿児島大学 鹿児島環境学研究会
共催：環境省那覇自然環境事務所、鹿児島県、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室

協力：奄美群島広域事務組合、奄美市、鹿児島県立大島高校、
龍郷町立大勝小学校、国立環境研究所、鹿児島大学かごしまＣＯＣセンター

世界自然遺産登録に向けた取り組みが
進む奄美地域の未来をノネコ問題を通
じて、高校生×小学生が本気で考えま
した。大人はそれにどう答えるのか。
ニュージーランドの研究者とともに、
奄美の明日にむけて語り合います。

基調
講演

①環境省奄美自然保護官事務所 「世界自然遺産登録に向けた現状と外来種対策」

②ニュージーランド保全管理研究所 「ニュージーランドの外来種対策」

パネルディスカッション ： 「奄美の明日を語る」

奄美猫部（久野優子） 奄美哺乳類研究会（阿部優子）

しーまブログ（深田小次郎） 県立大島高校生物部（久保駿太郎） ピアニスト（村松健）

パネリスト：

報告
①奄美大島のネコに関する聞き取り調査結果 と 鹿大・奄美分室の取組み

②「ノネコ問題」を考える視点 と 鹿大・鹿児島環境学研究会の取組み

コーディネーター（鹿児島大学鹿児島環境学研究会）
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